
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
に

て
ご
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
経
和
会
の
活
動
に
深
い
ご
理
解
と

ご
支
援
を
い
た
だ
き
心
よ
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
は
学
生
の
就
職
支
援
、
異
業
種

異
文
化
と
の
交
流
、
経
済
学
部
支
援
、
同

窓
会
連
合
会
支
援
を
効
率
的
に
行
な
う
た

め
の
基
盤
づ
く
り
に
、
経
済
学
部
と
の
連

携
の
も
と
、
各
委
員
会
を
中
心
に
精
力
的

に
取
り
組
み
、
着
実
に
年
輪
を
刻
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
さ
ら
に
活
動
を
活
発
に
し
て
、

根
を
張
り
枝
を
伸
ば
し
、
会
員
の
皆
様
に

喜
ば
れ
頼
り
に
さ
れ
る
経
和
会
づ
く
り
に

邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

一
、
学
生
の
就
職
支
援

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
最
新
情
報
の

提
供
、
学
部
独
自
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
、
同
窓
会
総
会
の
懇
親
会
で

の
個
別
相
談
の
実
施
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
報
告
会
へ
の
参
加
な
ど
を
通
じ
、

学
生
が
自
信
を
も
っ
て
就
職
活
動
で
き

る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

�

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
テ
ー
マ
別

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
会
社
と
出
会
う
―
」

（
後
述
）や
就
職
相
談
で
も
経
和
会
の
役

員
が
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

二
、
異
業
種
異
文
化
と
の
交
流

�

大
学
院
卒
業
生
が
組
織
と
し
て
同
窓

会
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
共
同
使
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

�

経
和
会
の
若
手
会
員
の
交
流
会
も
活

発
に
な
り
、
同
窓
会
に
新
し
い
風
が
吹

き
始
め
ま
し
た
。

三
、
経
済
学
部
支
援

�

昨
年
一
二
月
に
開
催
さ
れ
た
、
チ
ュ

ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
王
立
大
学
（
タ
イ
）、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
（
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
）、
埼
玉
大
学
（
日
本
）
の
経
済

学
部
の
持
ち
回
り
国
際
会
議
で
、
埼
玉

大
学
が
ホ
ス
ト
役
を
努
め
、
経
和
会
か

ら
学
生
、
院
生
を
含
め
六
五
名
が
参
加

し
、
会
議
や
パ
ー
テ
ィ
ー
の
盛
り
上
げ

に
貢
献
し
ま
し
た
。

�

同
窓
会
か
ら
提
案
し
た
学
生
の
論
文

表
彰
が
本
決
ま
り
と
な
り
、
財
政
面
で

支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

�

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合
会
が
復
活
し
、
大

学
祭
で
タ
バ
コ
の
吸
殻
拾
い
ゼ
ミ
対
抗

戦
を
企
画
、
要
請
に
基
づ
き
賞
金
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

四
、
同
窓
会
連
合
会
支
援

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
教
養
教
育
「
テ

ー
マ
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
社
会
と
出
会

う
―
」
の
後
期
課
程
「
会
社
と
出
会
う
」

で
、
経
和
会
理
事
の
今
野
特
任
教
授
が
中

心
と
な
っ
て
、
現
代
の
会
社
の
持
つ
さ
ま

ざ
ま
な
特
徴
や
機
能
を
掘
り
下
げ
、
多
く

の
学
生
か
ら
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
新

年
度
は
各
学
部
の
人
材
バ
ン
ク
を
活
用
し

て
、
よ
り
幅
広
い
講
師
陣
を
整
え
、
授
業

の
充
実
を
図
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

五
、
そ
の
他

中
長
期
的
な
財
政
の
健
全
な
運
営
を
図

る
た
め
、
矢
筈
野
副
会
長
を
委
員
長
と
す

る
財
務
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

以
上
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
企
画
が

あ
り
ま
す
が
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
年
も
新
し
い
風
を
ど
ん
ど
ん
吹
き
こ

ん
で
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

一

日

時

平
成
１８
年
７
月
８
日
�

総
会
・
講
演
会

１３
時
（
受
付
１２
時
３０
分
）

懇
親
会

１５
時
３０
分
〜
１７
時
３０
分

二

場

所

埼
玉
大
学
下
大
久
保
キ
ャ
ン
パ
ス

さ
い
た
ま
市
桜
区

下
大
久
保
２
５
５

�
０
４
８（
８
５
８
）３
２
８
１

三

講

演

「
株
式
会
社

ア
イ
ネ
ッ
ト
の
歩
み
」

―
東
証
一
部
上
場
を
果
し
て
―

講

師

池
田

典
義

（
株
式
会
社
ア
イ
ネ
ッ
ト

代
表
取
締
役
社
長
）

四

懇
親
会
会
費

５
、０
０
０
円

（
経
済
学
部
学
生
・
院
生
は
無
料
）

五

交

通

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線「
北
浦
和
駅
」

ま
た
は
Ｊ
Ｒ
埼
京
線

「
南
与
野
駅
」
下
車

（
い
ず
れ
も
バ
ス
埼
玉
大
学
行
き
）

六

出
欠
連
絡

６
月
１９
日
�
ま
で

（
同
封
ハ
ガ
キ
に
て
）

平成１７年度 経和会事業報告
（H１７／４～H１８／３）
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平成１７年６月８日 経和会常任理事会・理事会（会長外２３名出席）
平成１７年６月１４日 経済学部・経和会交流会（会長外２０名出席）
平成１７年７月９日 経和会平成１７年度総会及び懇親会

（会長外１１０名出席）
平成１７年９月１７日 経和会常任理事会（会長外８名出席）
平成１７年１１月１１日 経済学部 インターンシップ報告会

（中村副会長、今野理事外１名出席）
平成１７年１１月１５日 広報委員会（中村副会長外５名出席）
平成１７年１２月３日 協定校（３大学）による合同国際会議

（会長外６名出席）
平成１７年１２月２０日 経和会常任理事会・理事会（会長外１５名出席）
平成１７年１２月２０日 経済学部・経和会交流会（会長外２４名出席）
平成１７年１２月２０日 若手交流会（会長、中村副会長外６名出席）
平成１８年３月７日 若手交流会（中村副会長外４名出席）
平成１８年３月１８日 埼玉大学同窓会連合会常務理事会

（田坂常務理事出席）
平成１８年３月２３日 大学院修了式・祝賀会（会長出席）
平成１８年３月２４日 埼玉大学卒業式・経済学部卒業祝賀会

（会長出席）

埼
玉
大
学
で

は
平
成
十
八
年

四
月
よ
り
大
学

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
新
た
に
作
り

発
表
し
ま
し
た
。

埼
玉
の
Ｓ
と

玉
（
円
）
を
デ

ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
今
後
大
学
発
の
広
報

誌
な
ど
に
広
く
使
わ
れ
、
埼
玉
大
学
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
正
門
ロ
ー
タ
リ
ー
内
に
埼
玉
大
学

の
「
知
」
の
象
徴
と
し
て
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

題
名
は「
地
ニ
ノ
ゾ
ミ
、知
を
マ
ト
ウ
」

で
す
。
詳
し
く
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
、
大
学
会
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
、
コ
ン
ビ
ニ
の
「
ロ
ー
ソ
ン
」
が
開

店
し
ま
し
た
。

学
生
や
地
域
の
方
が
寛
げ
る
約
一
四
〇

席
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
で
き
る
テ
ー
ブ
ル
や
パ
ソ
コ
ン
・

デ
ー
タ
な
ど
を
印
刷
で
き
る
プ
リ
ン
タ
ー

な
ど
が
揃
い
、
大
学
内
の
コ
ン
ビ
ニ
と
し

て
は
最
新
の
機
能
を
有
し
て
お
り
、
連
日

学
生
や
地
域
の
方
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
全
学
教
育
棟
な
ど
も
整
備
さ
れ
、

大
学
が
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
七
月
の
総
会
に
参
加
し
て
新
し

い
大
学
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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「
大
学
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
」

「
大
学
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
」

「
大
学
が

大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
」

「「
大大
学学
がが

大大
きき
くく

変変
わわ
りり
まま
しし
たた
」」
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にににににににににに
つつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいい
てててててててててて

企
画
委
員
長

寿
永

一
郎

平成18年3月表彰

最優秀論文

（経済学会長賞）

八木澤佑一

優秀論文

（経和会長賞）

平林 正輝

宮下 祐

宮島 麻衣
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スススススススススス
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ーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトト

特
任
教
授

今
野

耕
作

経経経経経経経経経経
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学学学学学学学学学学
部部部部部部部部部部
就就就就就就就就就就
職職職職職職職職職職
支支支支支支支支支支
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常
務
理
事

田
坂

敏
幸

企
業
再
生
も
含
め
て
、
市
場
時
代
に
お

け
る
企
業
防
衛
の
基
本
が
本
業
回
帰
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
業
は
社
会
的
存

在
価
値
そ
の
も
の
で
あ
り
、
世
の
中
に
必

要
な
も
の
は
存
在
し
続
け
る
か
ら
だ
。
組

織
維
持
の
為
に
は
社
会
的
存
在
価
値
追
及

の
機
能
が
組
織
の
中
に
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
絶
対
に
必
要
で
、
大
学
も
、

学
生
も
、
同
窓
会
も
例
外
で
は
な
い
。
改

め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
大
学
は
研
究
・

教
育
に
、学
生
は
勉
学
に
、同
窓
会
は
大
学

と
学
生
、
Ｏ
Ｂ
の
支
援
に
社
会
的
存
在
価

値
が
あ
る
。
優
秀
論
文
表
彰
制
度
は
三
者

接
点
の
一
つ
と
し
て
企
画
委
員
会
で
提
案

さ
れ
二
年
間
の
検
討
を
経
て
創
設
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
経
済
学
部
推
薦
の
優
秀

卒
業
論
文
の
中
か
ら
学
部
代
表
と
経
和
会

代
表
（
会
長
、
統
括
副
会
長
）
の
協
議
に

よ
り
表
彰
対
象
を
選
定
、
卒
業
式
で
経
和

会
会
長
が
表
彰
状
と
副
賞
（
数
万
円
相

当
）
を
手
渡
し
て
学
生
の
努
力
を
労
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
今
年
度
は
既
に
本
稿

執
筆
時
点
で
二
作
品
の
推
薦
が
あ
り
卒
業

式
で
の
第
一
回
表
彰
に
向
け
て
手
続
き
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、「
大
き
な
変
化
の
中

で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
身
体
の
大
き
さ

や
足
の
速
さ
で
は
な
く
、
変
化
へ
の
対
応

力
が
重
要
」
と
喝
破
し
て
い
る
。
時
代
の

変
化
を
読
み
取
り
、
社
会
の
発
展
に
貢
献

す
る
テ
ー
マ
を
選
定
し
、
研
究
を
重
ね
て

論
文
に
纏
め
社
会
に
そ
の
価
値
を
問
う
努

力
を
、
次
代
を
担
う
学
生
諸
君
に
期
待
し

た
い
。
こ
の
地
道
な
努
力
が
新
た
な
埼
玉

大
学
を
創
り
、
学
生
諸
君
の
人
生
を
創
る

原
動
力
に
な
る
こ
と
を
信
じ
て
止
ま
な
い

か
ら
で
あ
る
。

表
彰
制
度
は
経
和
会
に
と
っ
て
も
存
在

価
値
を
示
す
重
要
事
項
で
あ
る
。
大
学
・

学
生
に
対
す
る
一
層
の
支
援
充
実
の
た
め

に
会
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
き

た
く
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

今
、
埼
玉
大
学
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
産
学
協
同

に
よ
る
産
業
人
づ
く
り
で
す
。
こ
の
仕
事

は
内
藤
勝
久
、
今
野
耕
作
の
二
人
が
担
当

し
て
い
ま
す
の
で
、
新
し
い
動
き
に
つ
い

て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
度
は
就
職
支
援
の
ほ
か
に
、
新
し

く
導
入
さ
れ
た
テ
ー
マ
教
育
の
「
会
社
に

出
会
う
」
と
い
う
授
業
を
始
め
ま
し
た
。

全
学
部
の
一
年
生
向
け
の
講
座
で
、
産
業

人
に
な
る
た
め
の
基
礎
実
践
講
座
で
す
。

受
講
者
は
一
五
一
名
。
一
五
回
を
通
し

て
の
授
業
の
平
均
出
席
率
は
、
九
〇
％
を

超
え
る
と
い
う
予
想
以
上
の
人
気
の
授
業

に
な
り
ま
し
た
。

授
業
内
容
は
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
な
が
れ
を
初
心
者
向
き
に
ア
レ
ン
ジ
し
、

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
働
く

楽
し
さ
に
気
づ
い
て
も
ら
う
事
を
狙
っ
た

も
の
で
す
。

会
社
の
実
像
、
組
織
運
営
の
ル
ー
ル
、

会
社
が
目
指
し
て
い
る
も
の
、
事
業
活
動

の
楽
し
さ
、
二
一
世
紀
の
会
社
の
役
割
、

求
め
ら
れ
る
人
材
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な

ど
を
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
取
り
入
れ
、

身
に
つ
け
て
も
ら
う
講
座
で
す
。

今
回
は
現
役
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｂ

の
方
々
に
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
な
っ
て

も
ら
い
、
生
き
た
話
も
し
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
大
変
好
評
で
し
た
。

今
年
は
こ
の
授
業
を
二
ク
ラ
ス
に
増
や

し
、
内
容
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

一
ク
ラ
ス
の
定
員
は
二
〇
〇
名
。
大
学
で

は
初
め
て
の
新
し
い
実
験
で
す
が
、
Ｏ
Ｂ

の
方
々
と
二
人

三
脚
で
二
一
世

紀
型
の
大
学
を

目
指
し
ま
す
。

新
し
い
時
代

は
、
学
生
に
と

っ
て
夢
と
方
向

性
が
な
け
れ
ば

見
捨
て
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
度
、
経
済
学
部
と
共
同
し
て
三
年

生
向
け
に
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
六
回
開

催
し
た
。

第
一
回
の
七
月
当
初
は
学
生
が
就
活
モ

ー
ド
に
な
っ
て
お
ら
ず
参
加
数
が
少
な
か

っ
た
が
、
担
当
教
官
の
本
城
・
近
田
・
江

口
三
人
の
先
生
の
ゼ
ミ
教
官
・
学
生
へ
の

働
き
か
け
に
よ
り
徐
々
に
参
加
者
は
増
え

て
い
っ
た
。

第
二
回
は
「
良
い
企
業
と
悪
い
企
業
の

見
分
け
方
と
は
／
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
に

は
」
は
学
生
の
立
場
に
立
っ
た
企
業
の
見

分
け
方
に
つ
い
て
。
第
四
回
伊
藤
正
昭
弁

護
士
に
よ
る
「
面
接
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
社

会
人
マ
ナ
ー
と
は
」
は
先
生
の
檄
が
飛
ぶ

一
幕
も
あ
り
、
先
輩
の
熱
き
思
い
が
学
生

に
伝
わ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
「
面
接
の

受
け
方
と
タ
ブ
ー
／
マ
ル
秘
・
情
報
」
は

さ
す
が
に
興
味
深
く
皆
さ
ん
真
剣
に
メ
モ

を
取
っ
て
い
た
。

人
事
担
当
者
の
感
想
を
聴
く
と
、
皆
さ

ん
大
人
し
い
で
す
ね
。
積
極
性
が
見
ら
れ

な
い
と
の
率
直
な
感
想
が
帰
っ
て
き
た
。

埼
大
生
の
特
徴
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
埼
大
は
是
非
採
用
し
た
い
大
学
の
一

つ
な
ん
で
す
よ
と
の
心
強
い
返
事
も
返
っ

て
き
た
。

今
野
耕
作
理
事
（
特
任
教
授
）
に
よ
る
、

四
年
生
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
就
活
の
早
期
行
動
の
必
要
性
や
五
〇
社

程
度
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
実
態
談
な

ど
が
飛
び
出
し
、
一
年
先
輩
の
興
味
深
い

話
に
皆
さ
ん
耳
を
傾
け
て
い
た
。

ま
た
、
女
子
学
生
を
対
象
に
し
た
メ
イ

ク
ア
ッ
プ
の
セ
ミ
ナ
ー
も
開
か
れ
た
。

最
終
回
は
「
代
表
的
企
業
研
究
」
と
銘

う
っ
て
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
五
名
の
参
加
を

得
て
も
ら
い
、
各
企
業
で
の
働
き
ぶ
り
な

ど
を
本
音
で
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
で
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た

Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
に
こ
こ
に
改
め
て
御
礼
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

会
報
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
学
生
の
皆

さ
ん
が
目
指
す
企
業
か
ら
内
定
を
貰
っ
て

い
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

経
和
会
に
は
、
現
在
四
つ
の
委
員
会

と
事
務
局
が
あ
り
ま
す
の
で
、
概
要
を

ご
紹
介
致
し
ま
す
。
原
則
と
し
て
各
々

の
委
員
会
委
員
長
に
は
副
会
長
が
、
副

委
員
長
に
は
常
務
理
事
が
、
事
務
局
の

長
に
は
専
務
理
事
が
就
任
し
て
い
ま
す
。

総
務
委
員
会

平
成
一
六
年
冬
設
置
。
会
員
名
簿
の

管
理
等
会
員
に
関
す
る
事
項
、
総
会
・

理
事
会
の
運
営
、
予
算
・
決
算
の
と
り

ま
と
め
等
総
務
全
般
に
わ
た
る
事
項
を

担
当
、
そ
の
他
に
事
務
局
を
管
轄
。

広
報
委
員
会

平
成
一
六
年
冬
、
総
務
委
員
会
と
同

時
に
設
置
。
会
誌
の
編
集
・
発
行
を
主

体
に
、
会
員
交
流
会
の
運
営
も
担
当
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
は
、
現
在
企
画
委

員
会
か
ら
担
当
引
継
中
。

企
画
委
員
会

平
成
一
六
年
春
設
置
。
経
和
会
の
長

期
戦
略
の
策
定
、
施
策
推
進
を
担
当
。

定
例
業
務
は
原
則
担
当
し
な
い
が
、
個

別
施
策
は
状
況
に
よ
り
立
ち
上
が
り
も

担
当
し
、
軌
道
に
乗
り
次
第
当
該
委
員

会
に
引
き
渡
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

財
務
委
員
会

平
成
一
七
年
秋
設
置
。
経
和
会
の
財

政
基
盤
強
化
の
た
め
、
会
費
受
け
入
れ

の
促
進
・
管
理
、
寄
付
の
受
付
等
を
担

当
。
設
置
後
間
も
な
い
た
め
、
担
当
事

項
は
総
務
委
員
会
と
調
整
中
。

事
務
局

日
常
庶
務
を
担
当
す
る
と
共
に
各
委

員
会
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
。
経
済
学
部

内
に
場
所
を
借
り
て
活
動
。

【金融保険証券関係】
三菱東京UFJ銀行
三井住友銀行
りそな銀行
武蔵野銀行
千葉銀行
栃木銀行
群馬銀行
住友信託銀行
みずほホールディングス
商工組合中央金庫
国民生活金融公庫
中小企業金融公庫
農林中央金庫
埼玉県信用組合
飯能信用金庫
川口信用金庫
巣鴨信用金庫
三井住友海上火災
東京海上日動火災
損保ジャパン
日本興亜損保
日本生命
第一生命

野村證券
大和証券
日興コーディアル証券
UFJつばさ証券
三菱証券
【建設・製造業】
清水建設
明治乳業
日本デルモンテ
ライオン
日本酸素
京セラ
岡村製作所
YKK AP
フジノン
小野薬品工業
科研製薬
住友電装
スズキ
日野自動車
関東自動車工業
ヤマハ発動機
日産車体
ブリジストンサイクル

タカラスタンダード
横浜ゴム
スタンレー電気
サンケン電気
カシオ計算機
芝浦電子
東洋インキ製造
日立電線
クボタ
【通信・運輸・放送】
KDDI
NTTデータソフィア
ソフトバンクBB
佐川物流サービス
日本航空
ヤマト運輸
JR東日本
NHK
【卸・小売・販売】
イオン
イトーヨーカドー
ローソン
日本マクドナルド
青山商事

埼玉ゼロックス
大塚商会
長崎屋
【不動産・不動産販売】
野村不動産
日神不動産
住友不動産販売
積水ハウス
レオパレス
大東建託
東京建物不動産販売
【カード・リース】
DCカード
JCB
ORIX
三井住友銀リース
【サービス業】
近畿日本ツーリスト
HIS
ニチイ学館
総合警備保障
ベネッセ・コーポレーション
栄光ゼミナール

【公務員関係】
内閣府
財務省関東財務局
厚労省関東信越厚生局
法務省矯正局
埼玉県庁
埼玉県警
東京都庁
警視庁
その他県庁
市役所・区役所
日本郵政公社
国際協力事業団
社会保険庁
東京税関
東京国税局
【その他】
監査法人・会計事務所
行政書士事務所
野村総研
川口商工会議所
帝国データバンク

卒業式がおわり、埼玉大学の同期に籍を置いた仲間
たちは、それぞれの進路へ巣立っていく季節になりま
した。
「学生生活は想像以上に短い」とは多くの先輩方から
何度も伺った言葉です。いま学生生活を終える身にな
ってみて、この４年間は驚くほど早く過ぎていったと
実感しています。学生生活は短い、だから時間を大切に
してほしい、後輩に送る言葉はそれに尽きるのでしょう。
私はこの４月から食品メーカーに就職しますが、自

分の進路を見つけるまでには迷いを抱えることもあり
ました。いま就職活動をしている人、就職活動を始め
ようと思っている人、進学を考えている人、誰にも「自
分の本当にしたいこととは何だろう」と悩んだ経験が

あるのではないでしょうか。私の場合、その答えは多
くの人に出会うことで見つかりました。
大学での友人たち・先輩・先生方、アルバイト先の

知り合い、経和会の先輩方、就職活動で知り合った友
人たち、人と話すことで自分に何が求められているの
かが見えてくるのは事実です。「悩んだときは人に会
う」というのが、時間を大切にするために自分に課し
たルールでした。参考にしていただければ幸いです。
最後になりましたが、あたたかい励ましの言葉をく

ださった経和会の先輩方、江口先生、そして友人たち
には本当に感謝しています。ありがとうございました。

社会環境設計学科
平成１７年卒 半田 敦子
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企
画
委
員
長

寿
永

一
郎



▼
▼

小
野
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

経
済
学
科

私
達
の
ゼ
ミ
は
現
三
年
生
三
名
、
留
学
中
の

四
年
生
一
名
の
計
四
名
で
構
成
さ
れ
る
、
超
少

人
数
ゼ
ミ
で
す
。
埼
玉
大
学
経
済
学
部
の
最
大

の
売
り
で
あ
る
「
少
人
数
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
地

で
行
っ
て
い
ま
す
。

私
達
の
ゼ
ミ
で
は
、一
回
の
ゼ
ミ
の
時
間（
一

八
〇
分
）
に
二
種
類
の
発
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
年
を
通
じ
て
の
経
済
学
関
連
の
発
表
に
加
え
、

前
期
期
間
は
自
然
科
学
的
テ
ー
マ
、
後
期
期
間

は
人
文
科
学
的
テ
ー
マ
の
発
表
を
行
っ
て
い
ま

す
。
経
済
学
の
方
は
半
期
ご
と
に
ゼ
ミ
の
メ
ン

バ
ー
で
相
談
し
、
一
つ
の
テ
ー
マ
・
テ
キ
ス
ト

に
沿
っ
て
発
表
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
ゼ
ミ

の
テ
ー
マ
の
一
つ
が
「
聞
こ
え
の
良
い
ウ
ソ
・

詭
弁
に
騙
さ
れ
な
い
こ
と
」
で
あ
る
た
め
、
テ

キ
ス
ト
が
間
違
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
テ
キ
ス

ト
の
著
者
の
認
識
が
間
違
っ
て
い
る
、
と
い
う

視
点
で
、
よ
り
テ
キ
ス
ト
か
ら
掘
り
下
げ
た
内

容
の
発
表
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、「
経
済
学
は
、
複
雑
な
る
世
の
中
を

構
成
し
て
い
る
様
々
な
事
象
の
一
つ
に
過
ぎ
な

い
」
と
い
う
前
提
を
常
に
認
識
し
、
社
会
科
学

の
み
な
ら
ず
、
自
然
科
学
的
思
考
、
人
文
科
学

的
志
向
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

実
際
に
自
然
科
学
や
人
文
科
学
を
テ
ー
マ
と
す

る
入
門
書
・
参
考
書
か
ら
の
発
表
も
行
っ
て
い

る
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、「
様
々
な
専
門
家
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
え
る
、
広
い
知
識
を
有

す
る
真
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
―
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス

ト
―
」
と
な
る
べ
く
、
日
々
は
げ
ん
で
い
ま
す
。

（
Ａ
筆
）

▼
▼

水
村
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

経
営
学
科

ゼ
ミ
と
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？
同
じ
時
間
に
同
じ
教
室
に
集
ま
り
、
二
コ

マ
（
三
時
間
）
も
の
時
間
を
使
っ
て
勉
強
を
し

ま
す
。
三
時
間
を
バ
イ
ト
で
働
け
ば
、
三
千
円

く
ら
い
稼
げ
る
で
し
ょ
う
。
大
学
教
授
を
三
時

間
も
呼
ぶ
と
な
れ
ば
、
何
万
円
に
な
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
の
価
値
あ
る
場
を
私
た

ち
水
村
ゼ
ミ
の
ゼ
ミ
生
は
一
〇
人
で
共
有
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
の
対
価
を
十
分

に
得
て
い
る
と
ゼ
ミ
生
全
員
が
感
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
ゼ
ミ
で
は
、
三
年
生
の
一
年
間
で
、

他
大
学
と
の
合
同
討
論
会
を
三
回
、
合
計
で
八

校
を
相
手
に
行
い
ま
し
た
。
学
年
ご
と
に
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
そ
れ
を
基
に
論
文
を
書
き
ま
し

た
。
一
〇
人
の
意
見
を
ま
と
め
る
事
は
大
変
難

し
く
、
議
論
が
平
行
線
を
た
ど
る
事
も
し
ば
し

ば
あ
り
ま
し
た
。

ゼ
ミ
の
時
間
だ
け
で
は
当
然
足
ら
ず
、
学
内

の
ラ
ウ
ン
ジ
や
空
い
て
い
る
教
室
、
ゼ
ミ
生
の

家
、
近
所
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
な
ど
で
も
よ
く
集
ま

り
ま
し
た
。
ガ
ス
ト
に
コ
ー
ヒ
ー
だ
け
で
七
時

間
居
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
煮
詰
ま
っ
て
、
酒

を
飲
み
な
が
ら
や
っ
た
事
も
あ
り
ま
す
。
徹
底

的
に
議
論
を
し
、
意
見
を
ぶ
つ
け
合
い
、
困
っ

た
時
は
先
生
か
ら
意
見
を
戴
き
、
納
得
の
い
く

物
に
仕
上
げ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
仲
間
の
絆
が
強
く
な
り
、

自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の

ゼ
ミ
を
紹
介
す
る
な
ら
ば
、
一
〇
年
後
も
ゼ
ミ

生
が
再
会
し
、
楽
し
く
酒
を
飲
み
交
わ
せ
る
、

そ
ん
な
素
敵
な
ゼ
ミ
で
あ
る
と
言
え
る
と
思
い

ま
す
。

（
Ｂ
筆
）

▼
▼

松
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

社
会
環
境
設
計
学
科

私
達
松
本
ゼ
ミ
で
は
、
主
に
選
挙
制
度
に
つ

い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
先
頃
行
わ
れ
た
二
〇

〇
五
年
夏
の
衆
議
院
議
員
選
挙
や
、
二
〇
〇
四

年
冬
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
な
ど
、
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
に
関
し
て
、
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ

ー
各
人
が
調
べ
、
発
表
や
議
論
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
毎
年
夏
に
は
そ
の
様
に
し
て
調
べ
て
き

た
テ
ー
マ
に
関
し
、
各
々
が
ま
と
め
の
レ
ポ
ー

ト
を
作
成
し
、
発
表
す
る
と
い
う
「
個
人
発
表

会
」
も
開
い
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
新
聞

社
の
政
治
部
の
記
者
の
方
や
、
テ
レ
ビ
局
で
選

挙
報
道
に
携
わ
っ
た
方
な
ど
、
第
一
線
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
を
お
招
き
し
て
お
話
し
を
聞
く

こ
と
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ゼ
ミ
の
時
間

外
に
も
、
県
議
会
議
員
の
方
の
活
動
を
お
手
伝

い
さ
せ
て
頂
い
た
り
、
県
の
予
算
委
員
会
の
見

学
に
行
く
な
ど
、
政
治
の
「
現
場
」
の
取
材
も

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
様
な
場
で
は
、
本
な
ど

を
読
む
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
、
実
際
に
そ
の

場
に
立
ち
会
う
こ
と
で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
が

多
く
、
大
変
有
意
義
で
す
。
学
生
間
の
関
係
も

非
常
に
良
く
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
を
実
施
す
る

際
な
ど
の
協
力
体
制
も
し
っ
か
り
し
て
お
り
、

と
て
も
良
い
雰
囲
気
で
す
。
ま
た
、
松
本
先
生

に
も
大
変
丁
寧
に
ご
指
導
し
て
頂
け
、
充
実
し

た
ゼ
ミ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｃ
筆
）

若手交流会活動状況報告―同窓会活動の活性化を目指して
１７年度の若手交流会の活動状況と地方大学の活性化
中村広報委員長の指導の下、若手交流会の活動が始

まって１年半ほどが経過した。今年度は、定例化した
経和会総会後の懇談会（五十六会）、年末に押し詰ま
った１２月２０日に若手交流会忘年会が開催された。また、
この間１１月２９日には、新たに昨年の「若手交流会の提
言」実現の第一号とでも言うべき女性理事藤田裕美さ
ん（平成３年卒）の発案による「NPOと関連した埼
玉大学活性化策」検討のための勉強会も学士会館にお
いて開催された。
現在の若手交流会の中心メンバーは４０代後半から５０
代前半という最も職場における業務負担の大きな中年
族となっている。流石に、頻繁に会合を持つことは不
可能であったが、昨年度の若手交流会で提案された諸
課題に、歩みは遅くともそれなりの前進を図ることが
できたのではなかろうか。

第一の課題であった女性理事の任用については、上
記のように、平成３年の経和会理事に初の女性理事と
して藤田さんが任命された。彼女からは、既に上記の
ような勉強会の提案があり、実現されている。この関
係では、後に述べるような埼玉大学の地域貢献と大学
改革の話題が盛り上がりを見せてきている。

第二の課題であった就職支援の具体化では、昨年報
告した就職活動中の在学生徒との交流、企業訪問窓口
卒業生リスト、就職セミナーへの参画など若手交流会
が機縁となった活動が拡がりを見せている。田坂理事
の主催される就職セミナー最終回に参加した際に、昨
年末の若手交流会参加学生から就職活動の成果報告を
聞けたことで、こうした活動が役に立っていることを
実感できた。
第三の課題であった、各回卒業生、ゼミ、クラブ同
窓活動と経和会活動の関連強化は、まだ目に見える形
にはなっていないが、徐々に日頃の努力が実を結んで
くるものと期待している。

最後にNPOと関連した埼玉大学の活性化に関して
は、現在、私の担当している内閣地域再生本部の業務
でも、平成１８年度の重点政策として「地域の知の拠点
再生プログラム」が策定され、地方大学と地域との連
携が今後の大きな流れになっていることを報告したい。
（詳細については、官邸・地域再生本部ウェブサイト
参照）これは、現在の地方大学改革（国立大学独立法
人化、運営交付金改革、科学技術予算改革）の大きな
方向を示唆するものとして注目に値しよう。発端は昨
年６月に科学技術会議において、薬師寺議員（埼玉大

学にも嘗て在
籍されていた）
から、「地域
にとって意義
ある取組をし
ている大学を
支援し、力強い人材を地域に残していくことが大学改
革の大きなテーマ」という問題提起がなされたことに
始まる。これを受けて８月には、地域再生本部、文部
科学省、科学技術会議が中心となって、同プログラム
の取り纏めを合意し、幅広く各省にも声を掛けて、２
月中に１１省・本部・会議が各種支援策を糾合したもの
として決定する運びとなっている。同政策の取り纏め
にあたって、国会、各省の意見を集約する課程で、地
方大学に求められる地域貢献への真剣な取組が求めら
れていることをひしひしと感じた。地方大学が生き残
っていくためには、これまでの学部編成、カリキュラ
ムに囚われない地域、学生の研究・教育ニーズに応え
た改革を迅速に進めることである。実践的な地域貢献
型のNPO関連研究・教育活動は、埼玉大学の生き残
りを掛けた改革に経和会が積極的に関与できる分野で
あると確信する。若手交流会としても、１８年度はこの
分野での活動を積極化してゆきたい。（S５６．舘 逸志）

現

代

雑

感
経
済
学
部
教
授

奥

山

忠

信

桜
が
咲
い
て
も
ま
だ
寒
く
、
春
が
来
た
よ
う
な
気
が
し
な
い
。
記
録
的
に
寒
い
冬
だ

っ
た
。『
日
本
経
済
新
聞
』
は
、
連
日
の
よ
う
に
日
本
経
済
の
記
録
的
な
好
調
を
伝
え

て
い
る
。
し
か
し
、
庶
民
の
懐
は
寒
く
、
薄
日
す
ら
差
し
て
こ
な
い
。
他
人
事
の
よ
う

な
景
気
回
復
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
に
は
「
未
来
」
を
語
る
以
前
に
、「
今
」
が
見
え
て

来
な
い
の
で
あ
る
。
経
済
学
の
父
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（
１
７
２
３
―
１
７
９
０
）
は
、

封
建
社
会
が
終
わ
り
時
代
は
商
業
社
会
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
彼

の
こ
の
認
識
に
ほ
と
ん
ど
感
銘
を
受
け
な
い
。
今
か
ら
見
れ
ば
そ
の
通
り
だ
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
彼
の
時
代
に
戻
っ
て
み
れ
ば
、
ス
ミ
ス
は
彼
の
「
今
」
を
正
し
く
認
識

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
た
ぶ
ん
も
の
す
ご
い
洞
察
な
の
で
あ
る
。
ま
し
て
、
賃

金
労
働
者
の
ほ
と
ん
ど
い
な
い
時
代
に
、
社
会
を
労
働
者
・
資
本
家
・
地
主
の
３
代
階

級
に
分
け
て
分
析
す
る
な
ど
ほ
と
ん
ど
奇
跡
に
近
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ス
ミ
ス
は
、
彼

の
「
現
代
」
を
知
り
、
そ
し
て
「
未
来
」
を
分
析
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
誰
も
気
づ
い

て
い
な
い
だ
け
で
、
わ
れ
わ
れ
の
「
現
代
」
に
も
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
独
立
行
政
法
人
化
の
荒
波
で
、
大
学
の
研
究
は
窒
息
寸
前
で
あ
る
。

大
学
の
中
に
は
も
う
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
埼
玉
大
学
に
赴

任
し
て
２１
年
。
経
済
学
部
棟
４
階
の
研
究
室
か
ら
か
ら
見
え
る
眼
下
の
満
開
の
桜
は
、

今
年
は
な
ぜ
か
寒
々
と
咲
い
て
い
る
。

経
済
学
部
の
国
際
化
に
期
待
す
る

昭
和
４７
年
卒

菊

池

勝

株
式
会
社
伊
勢
丹
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
社
長

昨
年
一
二
月
三
日
�
に
埼
玉
大
学
経
済
学
部
主
催
で
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２
０
０
５

サ
イ
タ
マ
」
が
開
催
さ
れ
、
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
親
密
な
提
携
関
係
に
あ
る
タ

イ
の
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
王
立
大
学
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
か
ら
の
ゲ
ス
ト
を
お
招

き
し
て
国
際
会
議
と
パ
ー
テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

又
、
経
和
会
か
ら
も
五
名
が
参
加
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
の
パ
ー
テ
ィ
ー
、
本

当
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

私
は
荒
ん
だ
七
〇
年
安
保
直
後
の
昭
和
四
七
年
に
卒
業
し
て
、
同
期
で
は
一
人
と
記

憶
し
て
ま
す
が
埼
玉
大
学
か
ら
は
珍
し
い
流
通
関
係
の
伊
勢
丹
に
就
職
し
、
呉
服
売
場

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
外
商
部
や
経
理
部
を
経
験
し
て
、
何
故
だ
か
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん

が
情
報
シ
ス
テ
ム
関
係
の
担
当
を
経
て
現
在
は
伊
勢
丹
デ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
い
う
子

会
社
の
経
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２
０
０
５
サ
イ
タ
マ
」
に
は
ぜ
ひ
参
加
で
き
た
ら
と
の

思
い
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
か
な
わ
ず
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
と
言
い
ま
す
の
も
伊
勢

丹
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
と
中
国
に
店
舗
を
出
店
し
、
私
は
店
舗
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
担
当
し
た
り
、
現
地
の
上
記
二
大
学
の
卒
業
し
た
同
僚
と
店
舗
の
立

上
げ
や
運
用
に
共
に
頑
張
っ
た
経
験
か
ら
、
よ
り
親
し
み
も
一
段
と
高
か
っ
た
か
ら
で

す
。
今
現
在
、
伊
勢
丹
の
埼
玉
大
学
卒
業
生
は
約
二
〇
名
お
り
、
海
外
勤
務
者
は
年
々

増
え
て
い
ま
す
。

企
業
に
就
職
し
た
皆
さ
ん
の
中
に
も
海
外
と
の
仕
事
に
係
わ
っ
て
い
る
人
も
非
常
に

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
は
東
南
ア
ジ
ア
や
中
国
と
、
経
済
圏
と
し
て
の
付
き
合
い

や
活
動
が
益
々
多
く
な
っ
て
く
る
の
が
必
然
と
さ
れ
る
今
日
に
あ
っ
て
、
今
回
の
よ
う

な
催
し
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
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手
痛
い
歓
迎

そ
の
建
物
は
な
ん
と
も
み
す
ぼ
ら
し
く

薄
汚
か
っ
た
。

入
寮
手
続
き
を
終
え
、
案
内
さ
れ
た
部

屋
に
入
ろ
う
と
し
た
と
た
ん
、
私
の
体
は

硬
直
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
日
は
、
日
曜

日
だ
っ
た
の
か
畳
敷
き
の
大
き
な
部
屋
に

は
二
人
の
先
輩
が
い
て
碁
を
打
っ
て
い
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
二
、
三
度
声
を
か
け

た
が
二
人
は
振
り
向
い
て
も
く
れ
な
い
。

碁
に
熱
中
す
る
と
親
の
死
に
目
に
も
会

え
な
い
と
言
う
ら
し
い
が
、
ま
さ
に
そ
の

通
り
の
状
況
で
、
私
は
部
屋
に
入
る
に
入

れ
ず
不
安
な
気
持
ち
で
そ
こ
に
佇
む
だ
け

だ
っ
た
。

永
い
時
間
が
過
ぎ
た
よ
う
な
気
が
し
た

そ
の
時
、
突
然
押
入
れ
の
引
き
戸
が
開
き

三
人
目
の
先
輩
が
手
招
き
し
て
部
屋
に
入

れ
て
く
れ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
三
人
は
い
ず
れ
も
経
済
の
先
輩
た

ち
で
、
そ
の
後
は
親
切
で
よ
く
面
倒
を
見

て
く
れ
た
。

こ
こ
が
三
年
半
の
間
私
の
楽
し
い
生
活

の
場
に
な
る
と
は
、
そ
の
時
は
思
い
も
し

な
か
っ
た
。

桃
源
の
日
々

私
の
印
象
で
は
そ
こ
の
住
人
た
ち
は
文

理
学
部
と
り
わ
け
経
済
の
学
生
が
大
勢
を

占
め
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

そ
し
て
寮
周
辺
の
商
店
や
住
民
の
方
々

は
、
我
々
に
対
し
て
万
事
寛
大
だ
っ
た
。

（
あ
の
頃
は
ま
だ
旧
浦
高
時
代
の
余
韻
が

残
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
）

一
時
期
寮
委
員
会
の
委
員
を
担
当
し
て

い
た
の
で
、
逸
話
を
少
し
紹
介
し
よ
う
。

あ
る
日
西
口
銀
座
の
商
店
の
方
が
来
て

「
昨
夜
お
宅
の
寮
生
が
店
の
看
板
を
持
っ

て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
探
さ
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
の
こ
と
。

困
っ
た
な
、
し
か
ら
れ
る
な
、
と
覚
悟

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
し
ば
ら
く
し
て
「
あ

り
ま
し
た
。
あ
り
ま
し
た
。
戴
い
て
帰
り

ま
す
」
と
、
何
度
も
礼
を
言
っ
て
リ
ヤ
カ

ー
に
乗
せ
た
大
き
な
看
板
を
持
ち
帰
っ
た
。

リ
ヤ
カ
ー
を
持
ち
込
ん
で
き
た
と
こ
ろ
を

見
る
と
、
初
め
か
ら
寮
生
の
仕
業
と
目
星

を
つ
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
あ
る
時
、
そ
れ
は
試
験
の
前
だ
っ

た
が
、
あ
る
部
屋
に
近
所
の
表
札
が
ご
ろ

ご
ろ
し
て
い
た
。
試
験
（
四
軒
）
を
倒
す
、

と
の
縁
起
で
夜
陰
に
乗
じ
て
失
敬
し
て
き

た
ら
し
い
。

ご
利
益
を
得
て
見
事
試
験
を
乗
り
切
っ

た
か
ど
う
か
は
不
明
。

こ
れ
ら
の
例
は
い
ず
れ
も
一
杯
引
っ
掛

け
て
ご
機
嫌
に
な
っ
て
の
所
業
だ
が
、
何

の
お
咎
め
も
な
か
っ
た
の
は
幸
い
で
あ
っ

た
。
今
の
世
な
ら
果
た
し
て
無
事
に
済
む

だ
ろ
う
か
。
ま
こ
と
に
良
き
時
代
に
生
ま

れ
育
っ
た
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
思
う
。

酒
の
つ
い
で
に

我
々
は
皆
貧
乏
だ
っ
た
。

し
か
し
微
塵
も
暗
さ
は
な
く
、
夫
々
が

学
業
や
バ
イ
ト
に
い
そ
し
み
明
る
く
楽
し

く
や
っ
て
い
た
。
お
金
が
な
く
て
も
一
週

間
や
十
日
は
、
ま
あ
何
と
か
生
活
で
き
た

も
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
間
は
少
し
余
裕

の
あ
る
者
が
融
通
し
て
く
れ
た
か
ら
だ
。

こ
う
し
て
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
き
た
も

の
だ
っ
た
。

み
ん
な
の
溜
ま
り
場
は
西
口
で
は
「
姑

娘
」「
三
島
家
」（
今
で
も
息
子
さ
ん
が
取

り
仕
切
っ
て
い
て
健
在
）、
東
口
で
は「
か

つ
み
」
お
で
ん
の
「
一
平
」
な
ど
な
ど
。

「
三
島
家
」
の
親
父
さ
ん
は
西
郷
隆
盛

を
思
わ
せ
る
風
貌
を
し
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ

コ
と
大
変
優
し
い
人
だ
っ
た
。
ま
た
「
一

平
」
は
旧
中
仙
道
に
面
し
た
不
法
建
築
め

い
た
ボ
ロ
屋
で
あ
っ
た
。
冬
は
隙
間
風
が

容
赦
な
く
吹
き
込
み
熱
々
の
酒
と
お
で
ん

を
口
に
運
ば
な
け
れ
ば
と
て
も
我
慢
で
き

な
か
っ
た
。
で
も
店
を
切
り
盛
り
す
る
品

の
い
い
お
ば
あ
さ
ん
は
厳
し
い
が
と
て
も

人
が
良
か
っ
た
。

ち
ょ
っ
と
お
金
が
あ
る
時
は
、
栄
通
り

の
バ
ー
に
行
き
一
杯
五
〇
円
の
ト
リ
ス
や

ニ
ッ
カ
の
ス
ト
レ
ー
ト
か
ハ
イ
ボ
ー
ル
を

飲
ん
で
い
た
。
い
ず
れ
も
バ
ー
で
は
最
も

安
い
飲
み
物
で
は
あ
っ
た
が
。

当
時
は
東
口
へ
出
る
に
は
、
踏
切
（
今

は
踏
切
が
な
く
な
り
地
下
道
に
な
っ
た
）

を
渡
る
の
が
正
規
ル
ー
ト
だ
っ
た
。
た
い

し
た
距
離
で
は
な
い
が
我
々
は
改
札
の
お

じ
さ
ん
に
「
東
口
ま
で
」
と
か
何
と
か
言

っ
て
、
無
賃
で
駅
舎
を
通
過
す
る
の
が
常

だ
っ
た
。
駅
員
も
仕
方
な
い
、
と
思
っ
て

か
ど
う
か
文
句
を
言
う
こ
と
な
ど
決
し
て

な
か
っ
た
。
こ
れ
も
良
き
時
代
か
。

私
の
ア
ル
バ
イ
ト

入
学
直
後
か
ら
六
〇
年
安
保
の
嵐
が
吹

き
ま
く
っ
た
。
連
日
の
集
会
と
国
会
へ
の

デ
モ
に
加
え
、
自
治
会
内
の
セ
ク
ト
抗
争

で
学
内
は
荒
れ
に
荒
れ
て
し
ま
っ
た
。

安
保
闘
争
が
終
息
し
、
し
ば
ら
く
た
っ

て
か
ら
だ
が
経
済
の
先
輩
が
「
舞
踏
部
の

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
や
れ
」
と
の
こ
と
。
ダ

ン
ス
の
ダ
の
字
も
知
ら
な
か
っ
た
が
、
先

輩
の
声
に
逆
ら
え
る
わ
け
も
な
く
仕
方
な

く
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
。
部
と
は
い
え

踊
れ
る
選
手
は
経
済
の
先
輩
で
あ
る
Ｋ
さ

ん
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
従
っ
て
活
動
は
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
主
催
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。

先
輩
の
次
の
声
は
、「
選
手
に
な
れ
」
だ

っ
た
。
有
無
を
言
わ
せ
ぬ
押
し
付
け
で
こ

れ
も
や
む
な
く
承
知
。
仕
方
が
な
い
の
で

北
浦
和
ダ
ン
ス
学
院
で
レ
ッ
ス
ン
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。
才
能
が
あ
る
わ
け
で

は
な
か
っ
た
が
、
な
ん
と
か
踊
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
ろ
、
今
度
は
教
師
が
全
埼
玉

の
新
人
戦
に
出
ろ
と
い
う
。
競
技
ダ
ン
ス

に
興
味
を
感
じ
始
め
て
い
た
こ
と
も
手
伝

い
恐
る
恐
る
出
場
し
た
ら
、
な
ん
と
び
っ

く
り
優
勝
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は

東
都
大
学
の
競
技
会
に
Ｋ
さ
ん
と
参
加
し
、

二
人
と
も
上
位
に
入
賞
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
北
浦
和
で
教

え
る
よ
う
に
な
っ
た
（
ア
マ
だ
か
ら
も
ち

ろ
ん
も
ぐ
り
で
）。
生
徒
は
み
な
若
く
か

わ
い
い
娘
ば
か
り
だ
っ
た
せ
い
で
、
こ
の

バ
イ
ト
は
大
変
楽
し
か
っ
た
。
こ
う
し
て

卒
業
ま
で
大
学
と
寮
と
教
習
所
を
行
き
来

す
る
毎
日
が
続
く
の
だ
っ
た
。

当
時
の
教
習
所
の
シ
ス
テ
ム
は
、入
学
初

日
は
手
の
空
い
て
い
る
教
師
が
教
え
る
が
、

次
回
以
降
は
生
徒
が
教
師
を
選
べ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
せ
い

で
プ
ロ
の
教
師
は
別
と
し
て
偽
教
師
の
中

で
は
一
番
多
く
の
生
徒
を
担
当
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
給
与
は
歩
合
制
で
、
レ
ッ
ス

ン
料
の
数
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
我
々
に
支
給

さ
れ
た
。生
徒
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、月
々

三
〜
四
万
の
給
料
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
た

の
だ
が
、
卒
業
し
就
職
し
た
時
の
初
任
給

が
二
万
三
千
円
！
し
ば
ら
く
の
間
は
経
済

的
に
大
変
な
ピ
ン
チ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

兵
ど
も
の
夢
の
あ
と

栗
原
先
輩
の
話
に
刺
激
さ
れ
、
寮
を
見

に
行
っ
た
。
記
憶
を
た
ど
り「
こ
こ
」と
見

当
を
つ
け
た
が
、
新
し
い
家
や
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
ち
並
び
昔
の
面
影
は
ま
る
で
残
っ

て
い
な
い
。
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
気
が
し
た
。

過
ぎ
去
っ
た
時
間
は
再
び
戻
ら
な
い
。

し
か
し
、
思
い
出
は
い
つ
ま
で
も
私
の

胸
に
残
っ
て
い
る
。

我
々
五
四
名
は
昭
和
四
〇
年
に
文
理
学
部

経
済
科
を
卒
業
し
、
社
会
人
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
既
に
四
一
年
が
経
ち
、
同
級
生
は

既
に
還
暦
を
迎
え
、
大
部
分
の
者
は
そ
れ
ま

で
の
仕
事
の
第
一
線
か
ら
退
き
、
新
し
い
環

境
の
下
で
、
永
年
培
っ
て
き
た
経
験
に
基
づ

き
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
を
営
ん
で
い
ま
す
。
同

じ
企
業
に
就
職
し
た
者
は
例
外
と
し
て
も
、

卒
業
以
降
の
付
合
い
は
、
直
後
数
年
に
数
人

の
グ
ル
ー
プ
で
、
海
水
浴
や
ス
キ
ー
に
出
掛

け
た
程
度
で
、
家
庭
を
持
ち
、
海
外
や
国
内

遠
隔
地
へ
赴
任
す
る
等
に
よ
り
、
同
級
生
の

交
流
は
自
ず
と
疎
遠
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

さ
て
、
平
成
一
四
年
以
降
我
々
は
毎
年
ク

ラ
ス
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
少

人
数
で
ク
ラ
ス
会
を
も
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

し
た
が
、
六
〇
歳
定
年
還
暦
を
迎
え
た
の
を

機
に
、「
集
ま
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う

声
が
自
ず
と
聞
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

既
に
五
名
が
鬼
籍
に
入
っ
て
し
ま
い
（
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
）、
住

所
等
が
全
く
掴
め
な
い
者
も
い
ま
し
た
が
、

残
り
の
者
に
呼
び
か
け
た
結
果
、
平
成
一
四

年
に
新
宿
伊
勢
丹
会
館
で
二
〇
名
で
ク
ラ
ス

会
を
も
ち
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
毎
年
の
出

席
者
は
一
九
名
か
二
〇
名
で
す
が
、
四
年
間

で
三
〇
余
名
の
仲
間
が
ク
ラ
ス
会
に
出
席
し

て
お
り
ま
す
。

卒
業
以
来
初
め
て
会
う
方
も
お
り
、
四
〇

年
の
歳
月
は
、
頭
に
霜
を
戴
く
者
、
少
々
額

が
広
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
者
と
風
貌
を
大
分

変
わ
ら
せ
て
い
ま
す
が
、
話
し
始
め
る
と
自

然
と
歳
月
の
経
過
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

昔
話
や
近
況
報
告
で
座
談
の
輪
が
広
が
り
、

昔
に
帰
っ
て
話
し
が
は
ず
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
出
席
で
き
な
い
同
級
生
が
近
況
を
報
告

し
て
来
た
場
合
は
そ
れ
を
会
場
で
披
露
し
て

い
ま
す
。

自
営
で
仕
事
を
し
て
い
る
方
、
役
員
と
し

て
企
業
に
留
ま
っ
て
い
る
方
が
い
る
な
か
で
、

多
く
の
者
は
、
定
年
後
を
様
々
な
形
で
過
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
学
院
に
入
学
し
勉
強
を
続

け
て
い
る
方
、
農
業
大
学
の
園
芸
講
座
に
通

っ
て
い
る
方
、
地
方
に
別
荘
を
建
て
農
作
業

に
精
を
出
し
て
い
る
方
、
ブ
ナ
林
の
環
境
保

全
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
方
等
第
二

の
人
生
も
様
々
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
毎
年
集
ま
っ
て
、
学
生
時

代
に
戻
り
、
楽
し
い
交
流
を
維
持
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

独
法
化
に
伴
い
、
埼
大
も
少
子
化
、
建

物
・
設
備
の
老
朽
化
の
中
、
他
大
学
と
の

間
で
受
験
生
・
入
学
生
の
確
保
に
凌
ぎ
を

削
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
。
他
大
学
と
差

別
化
で
き
る
埼
大
の
「
売
り
」
は
何
か
。

大
き
な
関
心
事
で
あ
る
。

昭
和
３６
年
卒

五
十
嵐
清
人

我
々
団
塊
の
世
代
は
、
多
人
数
故
の
競

争
と
時
代
の
変
化
の
中
で
懸
命
に
忙
し
く

生
き
て
き
た
が
、
あ
と
一
年
で
時
間
の
余

裕
が
で
き
る
。
こ
の
団
塊
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
ど
う
活
用
す
る
か
。
経
和
会
に
も
我
々

に
も
大
き
な
課
題
と
思
う
。

昭
和
４６
年
卒

寿
永

一
郎

は
じ
め
ま
し
て
、
現
在
は
東
京
電
力
に

勤
務
し
て
い
ま
す
。
住
ま
い
も
浦
和
で
す

の
で
、
浦
和
レ
ッ
ズ
を
そ
し
て
楽
し
か
っ

た
母
校
を
愛
し
て
い
ま
す
。
経
和
会
が
発

展
し
、
様
々
な
分
野
の
方
と
繋
が
り
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
５６
年
卒

田
沼

和
夫

古
い
懐
し
い
写
真
を
お
持
ち
の
方
は

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

今
回
は
、
次
の
二
つ
の
こ
と
を
念
頭
に

入
れ
、
会
報
誌
を
発
行
し
ま
し
た
。

�
経
和
会
が
学
生
の
就
職
支
援
並
び
に

経
済
学
部
支
援
を
行
う
こ
と
。

�
現
役
の
教
官
・
学
生
・
卒
業
生
等
若

い
方
か
ら
年
輩
の
方
に
も
ご
寄
稿
い

た
だ
き
、
経
和
会
は
一
部
の
古
い
卒

業
生
だ
け
の
も
の
と
い
う
観
念
を
打

破
し
、
若
い
方
を
含
め
多
く
の
会
員

が
強
い
関
心
を
持
っ
て
、
経
和
会
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
。

最
後
に
、
終
身
会
費
（
二
万
円
）
に
つ

い
て
お
願
い
し
ま
す
。
残
念
な
が
ら
未
納

の
会
員
が
多
く
い
ま
す
。
会
費
未
納
の
方

は
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
程
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
納
入
は
任
意
で
あ
り
、
強
制
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
念
の
た
め
。
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